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保育に関す る授業の 女子高校生に対する影響
- 子 どもの イ メ ー ジの 変化 -





地域保健分野で思春期 に対する母子保健の 取り組みがなされて い る . また , 家庭科教育で も母
子に関する教育が行われ ており , 学校数育との 効果的な連携が望まれ る .
そこで , 授業 (家庭科 ･ 保育) の子供イメ ー ジ ヘ の効果を知る ことを目的と して授業前後の子
供イ メ ー ジを Se m antic Diffe r e ntial Method(S D法) を用 い て 調査 した .
対象は , T高等学校普通科2年生女子157名中, 保育の授業の 開始前と終了後の2度 の 調査用紙
の 照合が可能で あり , 全項目に回答のあ っ た119名である .
因子分析 により, ｢ 好感度｣｢対人関係の 印象｣｢ 生活態度の 印象｣ ｢情動性 の 印象｣ ｢活動性 の
印象｣｢感触の印象｣｢気性の印象｣ の 7因子を抽出した｡ そして 因子 ごとに授業前後の 得点を比
較 した .
その 結果 , ① ｢好感度｣｢対人関係の印象｣｢生活態度の 印象｣｢情動性の 印象｣｢感触の 印象｣
の 5因子が授業後に , より肯定的に変化して い た. また, ②乳幼児と の遊び体験の有無が ｢好感
度｣ を高め る要素と して重要であると考えられた.
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出生率の低下や 地域交流の 減少 により , 思春期
にある子供たちも乳幼児とふ れあう機会が減少し
て きて い る . そこ で 地域では , 市町村母子保健事
業の 一 環と して , 平成3年度か ら ｢ 思春期にお け
る保健 ･ 福祉体験事業｣ が実施されるようにな っ
た . こ の事業は厚生省児童家庭局長通知 (平成3
年5月2 日) によれ ば ｢日常生活の なかで , 乳幼
児と接する機会の 少なくな っ た思春期の 児童に ,
乳児院や保健所等にお い て 乳幼児と ふ れあう機会
を つ くり, 保健衛生制度や児童福祉制度に対する
理解を深め , 父性や母性の 滴養を図る と共に , 坐
命の 尊厳や性 に関する教育を行う｣ こ とを趣旨と
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したもの で ある .
また学校教育 で は, 家庭科教育の なかで保育や
母子関係 に関する教育が行われて い る . そして現
荏, それぞれの分野で個々 に思春期の子供たちに
対する取り組み が行わ れて おり, 地域保健と学校
数育と の連携が試みられ て もい る 1).
そ こ で今回は, ｢ 思春期にお ける保健 ･ 福祉体
験事業｣ の対象ともなる女子高校生に対して , 高
等学校の 保育に関する授業が与える影響を明らか
にするため , ｢ 子供の イメ ー ジ｣ に つ い て 調査を
行 っ た.
なお , 家庭科 (保育) に関する授業内容は表1
の とお りで あり , 高校2年生に対 して15時間程度




- マ 内 容
･ なぜ保育を学習するの か
･ 性 の 歴史性意藷(男女の違い - 一 次性鞍, 二 次性徴)
t 現代の性
･ 性 に関する問題点( 中絶. 強姦 . 買売春 . 従軍慰安婦 ,
ポ ル ノ, ナン パ . なおrエ イズJ につ いては保健で取り扱う)
･ ヒトとしての｢性｣の在り方につ いて
- 受精に つ い て
･ 避妊
･ 妊娠の診断と人 工 妊娠中轄
･ 民法における婚姻
･ 婚姻に関する高校生の意誰
･ 分娩 に つ い て(しくみ ･ 方法とその 経過:ラ マ ー ズ法 . 水中




･ 乳幼児の身体的精神的発達(｢さくらんぼ坊や｣のV T Rの
視聴にて代替)
･ 人格の 形成
･ 遊びがい かに乳幼児の成長過程 に大きく関わ っ て いるか
･ 親 の養育態度
･ 最近の母親像 一 父親像
･ 集団保育
･ 労働と出産 ･ 育児(育児休業法など)
･ 少子社会 へ の対応
1 保育の出発点









1 . 対象 : T高等学校の 普通科2年生女子157名
中, 調査に協力が得られ , 保育の 授業の 開始前と
終了後の 2度の 調査用紙の 照合が可能であり, 全
質問項目に回答の あ っ た119名
2
. 調査の 内容 : 調査内容 は , ①子供に対するイ
メ ー ジ , ②乳幼児と の遊び体験の有無, ③授業に
つ い て の 簡単な感想 (自由記載) で あ っ た.
イメ ー ジ に つ い て の 調査 は Osgo od, C. E. の
考案に よ る Se m a ntic Diffe r e ntial Method(S
D法)2
- 3)を用 い , 項目は井上 ･ 小林 4) が子供観
の 測定に有効であるとした51組の形容詞対 ( 表2)
に7段階の 評定尺度を設け, その億を尺度の 得点
とした . 得点が高 い ほ ど, より肯定的なイメ ー ジ
と捉えられ る .
3 . 調査方法 : 調査は保育にかか わる授業の 開始
され る前である10月と終了時の 翌年2月 に無記名
で行 っ た .
調査用紙を家庭科担当教諭が配布し, 回収 した.
用紙 には生徒 自身が決め た マ ー クを記入して もら
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い
, 前後の 調査で照合 で きる ように した .
4 . 分析方法 : 授業開始前の 結果を因子分析 し,
抽出された7因子 (26項目) に つ い て授業前後の
得点を比較 した (t検定).
また , 乳幼児と の遊びの 体験 の 有無により対象
を2群に分け, 抽出 した因子毎に両群の 得点を比
較 した (t検定).
結 果
1 . 子供イ メ ー ジ の 因子 (表3)
調査 した51対の形容詞に つ い て 因子分析 (主因
子法) を行い , バ リ マ ッ クス 回転により因子負荷
量の 2乗和が1.4以上 の 7 因子 を抽出 した . そし
て , 因子負荷量0.45以上 の 項目 (26項目) を抽出
し, それぞれ の 因子を ｢好感度｣ ｢ 対人関係の 印
象｣｢生活態度の印象｣｢情動性 の 印象｣ ｢活動性
の 印象｣｢感触の 印象｣｢気性 の印象｣ と命名した.
なお , こ の 7 因子の 累積寄与率は34.06 %であ っ
た .
因子分析 によ り抽出した7因子の 得点を見ると,
授業の前と後の 両者が肯定的と見る4以上 の もの
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表2 子 ども観の測定に有効な形容詞対 (井上 , 小林による)
No. 形 容 詞 対 No. 形 容 詞 対
1 明るい 一 暗い
2 やわらか い - かた い
3 暖か い 一 冷たい
4 積極的な 一 消極的な
5 強い 一 弱 い
6 静かな - うるさい
了 陽気な - 陰気な

















1 7愉快な 一 不愉快な
1 8安定した






































4 9あ つ い
5 0優れて いる
一 にくらしい










































































3 ) , 2 5 31260 . 19 8 5. に よ る
表3 各因子に含まれる形容詞対と負荷量




好きな - 嫌い な o.8320
かわい らしい 一 に〈らしい 0_7806
愉快な - 不愉 快な o.677ー
楽しい - 苦し い 0_62 25
生き生きしf= - 生 気のな い 0_6006
良い 一 志 い 0.58 82
明るい 一 時い 0.5 2ー 8
気持ちの よい 一 気持ち のわる い 0.48 76
因 子2
対 人 思い やりのある - わ が まま な -o_73 74
関 係 やさしい - こわい -0_7248
による 任しい - 厳し い -0_6029
印象 親切な - 不親 切な -o_53 7l
因 子3
生 活 まじめ な - ふまじめ な o_69 73
態 度 頼もしい - 頼りな い 0_640 8
の た〈ましい - 弱 々し い 0.61 46
印 象 安定した - 不安 定な o_5537
きちんとした - だらしの な い 0.5064
因子 因 子名 形 容詞 対 負 荷 1
因 子4 情動性
H
落ち着い た - 落ち着きの な い -0_7358
の 責 任感のある - 無責 任な -o.60 8ー
印象 理性 的な - 感情 的な -o.4780
因 子5 活 動性 陽気な - 陰 気な o.6872
の 印象 活 発な - 不 活 発 な o.5928
因子6 感触の 暖 か い - 冷 たい 0_7199
印象 やわらか い - か たい 0.6了74
因子7 気性の 強気な - 弱 気 な 0) 249
印象 はげしい - お だや か な 0_517 8
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保育に関する授業の 女子高校生に対する影響
は ｢好感度｣ ｢対人関係の 印象｣ ｢活動性の 印象｣
｢感触の 印象｣｢気性の 印象｣ の 5因子であ っ た .
一 方, 否定的と捉える4未満のもの は朕と関わり
が深 い と考えられる ｢生活態度の 印象｣ ｢ 情動性
の 印象｣ の 2 因子であ っ た.
2 . 授業前後の 子 どもイ メ ー ジ の 変化 ( 表4)
(図1)
因子分析によ り抽出 した上記7 因子 につ い て ,
因子内の 項目の 平均点を各因子 の得点と し , 授業
前後の 得点を比較した ｡
その 結果 , ｢好感度｣(p< 0.05), ｢ 対人関係の
印象｣(p<0.001), ｢ 生活態度の印象｣(p< 0.001),
｢ 情動性の 印象｣ (p<P.001), ｢感 触 の 印象｣
(p< 0.001) の 5 つ の 因子 で授 業後 に有意 に得 点
が高くな っ て い た.
また ｢ 生活態度の 印象｣ と して 抽出した5項目
表4 授業前後の 因子の 得点の比較
n
=1 1 9
前 後 平 均 値















4.73 0.!‖ 0.4 1
3,80 0.91 0.42
2 97 1.01 0.4 5
5.85 0.9 1 0.l l
6.22 0,72 0.3 7
-2.5 9 4 0.0 1 1
+
-4.5 1 5 0.0 0 0
+' '
-4
.8 3 5 0.0 0 0
++ +
-5,193 0.0 0 0
++ +
-1 .0 0 2 0.3 1 9
-3.907 0.0 0 0
" +
4.79 0.96 0.1 6
-1.482 0.1 4 1







































































































































































































































































































のうち3項目(まじめな - ふま じめな, 頼もしい 一
棟りな い , たくましい 一 弱々 しい) で は , 授業後
にイ メ ー ジ が否定的から肯定的なもの に変化して
い た .
3 . 高校生の 乳幼児との 遊び体験
子供との 遊びの 体験 は93名 (78.2%)の もの に,
有り , 無 い もの は26名 (ll.8 %) で あ っ た .
4 . 遊び体験の 有無別イメ ー ジ の 比較 ( 表5)
遊び体験の 有無により2群に分けて各因子の得
点を比較 した .
その結果, 授業の前と後の両方にお い て遊び体
験の 有る群が, ｢好感度｣ に お い て得点が高く有
意な差があ っ た(p< 0.001).
5 . 主な感想 ( 表6)
授業後の調査 の感想欄に はほとん どの生徒 が記
入 して い た.
主な内容は , 子 どもの 能力に つ い て の もの , 千
どもの 虐待につ い て感じたこと, 自分が母親とな っ
て い くこ とに つ い て記載したも の , 自分の 生育過
程を想起 したもの , 子 ども に対す る認識の 変化に
関するもの などで あっ た .
ほとんどの内容は授業や子 ども, 育児に つ い て
肯定的な感想が述べ られ て い たが , 一 部 ｢ひとの
育児を心配するくらい なら自分の 育児を心配 しろ
と言 い たい . 子 どもを どう育て ようとその親の 勝
手であり, 欲しい 人だけが育児書を買えば良い｣
というもの もあっ た .
表5 遊び の体験別イメ ー ジ の 比較
休鼓有 n=9 3 休壊無 n :2 6
平 均 S D 平 均 S D t値 p値
好悪度 前 5.73 0.75 4.92 0.9 4 4,580 0.0000
' ' '
& 5.8 6 0.6 7 5.1 0 0.82 4.839 0.0000
' ' '
対人 関 係 による印 象 前 4_37 0.8 7 4.1 6 1.4 1 0.923 0.3577
後 4.8 1 0.8 6 4. 6 1.0 5 1.720 0.0 8 8 1
生活態度 の 印象 前 3.4 1 0.9 0 3.2 5 1.03 0.750 0.4548
& 3,8 6 0.8 6 3.58 1.04 1.393 0.1 6 6 4
情動性の 印象 前 2.51 0.8 5 2.55 1.10 0,226 0.8212
後 3.02 1.02 2.7 8 0.9 7 = ) 5 4 0.2939
活 動性 の 印 象 前 5.7 5 1.04 5.71 0.99 0.1 80 0.8573
後 5.8 9 0.9 2 5.71 0.8 9 0.871 0.385 7
悪他の 印象 前 5.8 7 1.0 1 5.7 7 0.9 8 0.431 0,6671
後 6.2 4 0.7 1 6.1 5 0.7 6 0.520 0.6041
気性の 印 象 前 4.59 1,02 4.7 7 1.20 0.757 0.4504




















･ 子供(ますごい力を持 っ て いると思う.
1 多くの 可能性を捷め ている不忠JI な存在
･ 小さな子供達には私たちよりも生れ て いる面が い っ ぱいありました
･ たっ た1年でこんなにも成長するものなのだと思っ た
･ 子供たち にはいろんな能力 があることに書き. 成長の早さに書 いた
･ 現や周りの人は子どもが自由 に の ぴの ぴできるヰ境をつくる ことが大切
･ 子どもがやりたいことを子どもに やらせるべきだ
･ 大 人が子どもの できることま でその芽をつ んで いると患 っ た
･ 長 近の 子どもは重など へ 行っ て並ぶことが少ない
･ 良いヰ境とは友達のたくさんいるところで自RSlこ親しみながら育 っ て い けると
ころである
･ 子 どもが育つ 環境 の大切さがわかっ た
･ 子 どもに とっ て暮らしやすい地J( 社会をつくっ て い かなければならな い
･ 父親が子育て に参加すれば母泉のイライラも* ると思う
･ 自 分も子どもに手をだすと思う. (そうい えば自分もよくたたかれた)
･ 幼児& 待の 母親と同じような心境が自分にもあっ たかもしれない
･ 虐待の括を叩くと自分もそんな母親rこなる の で はないかと不安になっ た
一 子どもを持つ ようになっ たら広 い心で接して いきたい
･ 子どもができたらすばらしい 母親 になりたい
･ 育児 は楽しん でが んばL) たい
･ 私は自 分の子どもにお母さん大好きと言われればそれ でよい
･ 子 どもを産んだら仕事を続ける かすごく怯んで いる
･ 父もと 一 掩に子育てをして いきたい
･ 自 分 が人間 であることがすごく嬉し(な っ た.
･ 早く子供を産ん でこん なすばらしい 命を育てて いきた い
･ 子どもをできるだけ自由 に育 て てや･りたい
･ +どもに 対して私達はある程度*任を持たなければならない
･ 大変 だろうけれど人 生におい て出産 . 子育 て は東独なことだと思 っ た
･ ド ー ンと携えて見守っ て やる母親になL)たい
･ 広い 心をもっ て子どもに対応できる母軌 こなりたい が. 美好 に育児をして み
ないと本当 の大変さはわからな いだろう
･ 心の持ち方 で子育ても楽しくやれるようになるの で はな い かと思う
･ 自分 の赤ん坊と会うの が美しみ
･ 轄嬉載 . 育児扱を育て て いきた い
･ そうい えば私もよく母軌 こたたかれた
･ 自分が育っ てきたように こどもものぴの び育てたい
･ 自分 の 母親の rあなたたちを産ん で良か っ た｣という言葉を即くとやはt)母親
になりた いと思う
･ 小さい 子どもに接した ことが* い の で. 育 てることなん て全く見当もつ か ない
･ 赤ちゃ ん にさわっ たことがな い の でとても不安
･親 戚の 子が1* だがとてもかわ いい
･ 子どもはわがままなも のだと思 っ てい たけれど. ちやんと人をいたわる心を
持 っ ている の だと思 い感動した
･ 子どもはうるさくてわがまま で生意気だと患 っ てい たが. 案 外 かわい いもの だ
と思 っ た
･ 自分で 子どもを育て て みた いと思うようにな っ た
･ 明るいイメ ー ジばか りで子どもを ほしいと思 っ て いたけれど, かわ い いという
気持ちの 大きさT=
'
けで は 子育ては できないということがよく分 か った
･ もっ と子どもに つ い て知りたいと思うようにな っ た
･ 出産 や子育ては思 っ て いたよりずっ と大変だとわか っ た
･ 苦い 母 &f壬あこ がれ ていた自分を甘 いと思 っ た
･ 子 どもをおもち や の ように考 え てい た自分 に気 づき反省した





花沢 は7)育児動機得点を青年期各群 (中学生 ･
高校生 ･ 大学生 ･ 助産学生) で比較 し, 育児動機
得点の 変化 には年齢的要因と赤ち ゃ ん へ の 関心度
が影響するとして い る. そして , 赤ちゃ ん へ の 関
心度は , 女性 の場合 は実生活におけるさまざまな
体験や社会的要請によ っ て , 一 般に年齢とともに
克進するもの で あり, それに伴 っ て青年期であ っ
て も, 育児動機が高ま っ て い く様相がその研究の
中で 明らかにな っ た として い る .
今回の調査で は授業の 後で , 子 どもの イメ ー ジ
が , より肯定的に変化しており, 特 に ｢対人関係
の 印象｣｢生活態度の 印象｣｢情動性の 印象｣｢感
触 の印象｣ で の変化が大きか っ た . 感想の 中にも
｢子 どもはわ がままなもの だと思 っ て い たけれど,
ち ゃ ん と人を い たわ る心を持 っ て い るの だと思 い
感動 した｣, ｢子 どもはうるさくてわがままで生意
気 だと思 っ て い たが , 案外かわ い い もの だと思 っ
た｣ ｢ 子どもはだんだ んと思 い やり の 心や優 しさ
を身に つ けて い きすごい と思 っ た . しか しそれは
友達の 大勢 い るとこ ろで 自然 に親しみながら成長
で きる環境が大切だ と思 っ た｣ ｢保育を習 っ て ,
と にかく子 どもはか わ い い もの だと思 っ た｣ など
の 記載があり , 上 記の 変化は , 授業の 効果とみる
こ とが で きる . その 他, ｢明 る い イ メ ー ジばか り
で子 どもをほ しい と思 っ て い た けれ ど, かわ い い
と いう気持ちの大きさだけで は子育て はで きない
と いう こ と がよく分か っ た｣ な ど, あこ がれと し
て の イ メ ー ジを現実の もの と して捉え直す記載も
あ っ た .
した が っ て , 現実を踏まえながら高校生の 子 ど
もの イメ ー ジが肯定的に変化するような保育の 授
業が展開されるならば, 保育の授業によ っ て, 赤
ち ゃ ん へ の 関心度を高める こ とが可能であろうと
考える . 単に年を重ねる だけではなく , 意義の あ
る体験を重ねる こ とが重要である . その ためにも
学校 にお ける授業と いう体験の 内容を吟味して い
くこ とが望まれ る .
2 . 高校生の乳幼児との接触体験と乳幼児のイ メ ー
ジ
｢乳幼児接触体験の 多い もの は , 対児接近感情
が高得点であっ た｣6
- 7) と の 報告 が あり, 看護草
生 に対する調査でも , 子 ども観の 育成に関係が深
い もの と して , ｢ 子どもを好きな学生は 子 どもの
特性を肯定的に評価 し, 嫌 い な学生はそれを否定
的に捉えるとい っ た情動性と子どもと親しく関わ っ
た経験の有無｣8) が報告されて い る .
今回の調査で は, 子供との 遊びの 体験 は78.2 %
の もの にあ っ た . また , こ の学年の生徒達に対し
て家庭科教諭 によ っ て行 われた乳幼児の 世話に つ
い て の 調査では , お んぶ や だ っ こ の 体験 は74.5 %
の もの にあり, お むつ 交換の体験 は12.1 %, 授乳
の 体験は27.4 %, 離乳食を食べ さ せ た体験 は22.3
%であ っ た . しか しその 体験の 仕方は , だ っ こや
おん ぶ につ い て み ると ｢かなりある｣ 者は14.6 %,
少 しある者が59.9 % であり, 内容と して は単 に子
供 に触っ たことがあると い う程度の もの であると
考えられる . つ まり, 世話をすると いう こ とに つ
い ての 接触は少ない が , 子供に触れるとい うこと
に つ い ては何らかの 形で体験 して い る者が多い と
言える.
また , 今回の 調査で も ｢好感度｣ にお い て , 遊
びの 体験の 有る群の 方が高 い得点 で あ っ た. こ の
ことか ら , たとえ浅 い接触体験で あ っ て も子 ども
と直に触れる体験がある こ との 重要性が何える ｡
また上記の 家庭科教諭の 調査 で は , だ っ こ やお
ん ぶ の体験の ない 高校生 は25.5% であり, 今回の
調査で は子 どもとの 遊びの 体験 の な い もの は21.8
% であ っ た . 感想でも ｢小さ い 子 ども に接 した こ
とが無 い の で , 育て る こ となん て 全く見当も つ か
ない｣｢赤ちゃ んにさわ っ た こ と がな い の で とて
も不安｣ などの 記載があり , こ の ような乳幼児と
の 接触体験の ない 高校生に対 して は , 意図的に乳
幼児との接触体験の機会を作る必要があると考え
る .
今回の 調査で は , 子供に対する ｢好感度｣ を高
めるため には , 乳幼児との 遊びの体験がより重要
であ っ た . しか し, ｢ 対人関係の 印象｣ ｢生活態度
の 印象｣ ｢情動性の 印象｣｢感触 の 印象｣ の 因子に
つ い て は, 校内にお ける授業で も肯定的に変化さ
せ る こ とは可能であると考えら れた .
よ っ て , 思春期 にお ける保健 ･ 福祉体験事業な
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どによ っ て乳幼児と の接触体験を増やすこ とは子
供に対する ｢好感度｣ を高めるため に重要であり,
学校の授業は子 どもの 特性を肯定的に理解して い
くために重要 であると い える .
そして , 地域保健事業と中学校や高等学校の授
業と の連携 が密 になされ るならば , より効果的に
授業や事業が展開されるであろう.
今後, 保健 ･ 福祉 ･ 教育の 連携が更に密になさ
れる こ とを望み たい .
結 論
今回の調査 におい て , 女子高校生の 子供イメ ー
ジと して ｢好感度｣｢対人関係の印象｣ ｢生活態度
の 印象｣ ｢情動性の 印象｣｢活動性 の 印象｣ ｢感触
の 印象｣｢気性 の 印象｣ の 7 因子を抽出 した . 更
に保育の 授業前後と乳幼児と の遊びの 体験別に得
点の比較を行 っ た結果, 以下の こ とが示唆された.
①保育の 授業 により高校生の子どもイ メ ー ジは,
肯定的に変化する .
②乳幼児 との 遊びの 体験の 有無が ｢好感度｣ を
高め る要素として重要である .
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